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１．水源地域ビジョンづくりにあたって

水源地域の皆さんが安全で安心して生活でき、安定したかんが
い用水や電気の発電に水資源を供給することは、ダムや水源地域
の大切な役割のひとつです。また、ダム建設時には、水源地域の
住民の方々に、多大なご負担・ご協力をいただきました。

現在、水源地域は、過疎化や高齢化が進み、公園や森林の管理
が行き届かない状況になってきています。このことを、流域の住
民の方々によく理解していただき、流域の皆さんによって公園や
森林が管理されることで、豊かな水資源地域の森林等が維持でき、
流域全体がバランスよく発展できるものと考えます。

　水資源や水を育む環境、豊かな水に支えられた暮らしや文化を
流域一体となって守るとともに、ダムを活用することで、水源地
域の暮らしをより豊かなものとし、地域の資源と文化を将来に引
き継いでいくためにつくります。
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①水源地域、流域で何が問題となっているのか

　【課題の抽出・整理】

②どのような方向性で何を目指すべきなのか

　【基本方針及び将来目標像：ビジョンの提案】

　【ビジョン施策の実現化策検討】
③実現化へ向けて一歩を踏み出す

④水源地域ビジョンの着実な実施を目指す
　【ビジョン施策の推進】

２．ビジョン策定の視点
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①確実にひとつのビジョンを実施する
　　（やれるところからやってみる）

②あわてず段階的な活動の展開を図る

③定期的に活動の見直しを図る

④水源地・流域住民等への情報発信を継続する

⑤互いに活動分野への協力・連携を図る

３．ビジョン施策の推進を図る上で重要なこと
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４．ビジョン策定のスケジュール
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アイデア、ビジョン検討

分科会①：自然環境・地域文化をテーマ
分科会②：地域おこし・地域交流
分科会③：地域産業の活性化・水源地域ビジョンの展開

５．ビジョン策定の体制
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　【ビジョン推進組織】　【ビジョン推進組織】

ビジョンの推進により、
流域全体がバランスよく発展

６．ビジョンの推進による
　　　　　　一体的な流域のネットワーク形成
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